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スーパーウォール　けいざい君レポート
　我が家が完成してもう２年が経ちました。高気密・高断熱＋オール電化仕様が自慢のスーパーウォールです。実際に住んでみると、「かなり快適！」です。４人家族、４ＬＤＫで年間の電気料金は１８５,０００円で月平均１５,４２０円程度です。一見電気代が高いように思われるかも知れませんが、冬は２４時間暖房、設定温度２２度、蓄熱暖房機器（7ｋｗ）１台で全部屋暖房しています。　　　　　　
　蓄熱暖房機器から一番遠い部屋（戸は開放）でも１５℃ぐらい室温がありますので断熱効果・保温性が高いといえます。今年の冬のように、厳しい寒さ続く日でも、玄関を入ると直ぐに暖かさを実感できます。部屋ごとの温度差が非常に少ないので廊下で不快な寒さを感じることはありません。「ヒートショック対策」にもなるのではないでしょうか。やや電気代は高いかもしれませんが、快適性を重視すれば納得の値段です。
それでは、本題に入りますが、スーパーウォールは決して万能という訳でもありません。長く快適に生活しようとすれば、必ず人の手によってメンテナンスする必要性があのます。メンテナンスといっても給気レジスターと排気ユニットのフィルターを掃除するだけです。この給気レジスター（注1）は、外気導入時にフィルター（注2）で埃や花粉を濾して部屋にフレッシュな空気を導入しますので、ここの掃除を怠ると汚れた空気を吸うことになりかねません。
トステムの取扱説明書によれば、２ヶ月に１度の掃除が必要で２年毎に新しいフィルターへの交換がと記されています。また、排気ユニットにお掃除サインが２ヶ月ごとに点灯しますのでそれを目安に掃除すれば安心だとおもいます。

今回は、入居３年目突入を記念して給気レジスターのフィルター交換を実施しました。汚れ具合や効果が確認できますので参考までに画像データーをご覧ください。
注1：給気レジスター　
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１階に３個　２階に４個　給気レジスターが設置されています。間取りにより設置個数、設置位置は変わってきます。
レジスターの蓋を取ると、フィルター押さえとフィルターが見えます。
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蓋のふちにうっすら汚れが付着しています。この汚れも２ヶ月ごとにやわらかい布でふき取ります。
注2：左側が新品の高性能フィルター　右側は２年間使用したフィルター
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フィルターは水洗いすると性能が低下しますので、通常は掃除器で埃を吸い取る程度となります。新品と使用済みを見比べると、このフィルターの効果がよくわかります。室内に入る手前で，ある程度の埃や汚れはカットできるということです。フィルターは２年毎に取替えですね。
フィルターの注文は、加地工務店へ申し込みましょう。取替えはご自身でということになります。
フィルター押さえも汚れが付着します。　　レジスター本体にも汚れが付着します。
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これらの汚れを拭き取ってメンテナンス終了
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新築時のコンディションに戻りました。後は、フィルターとフィルター押さえを装着し蓋を戻せば完了です。
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以上のように、こまめな手入れが快適な環境を維持する基本となりますので、自分の家のメンテナンスはしっかり実施されることをお勧めします。

最後になりますが、スーパーウォールはすばらしい。でも、冷暖房設備の取付位置や間取りによって住宅性能や自身の満足度は大きく変化してきます。部屋と部屋を仕切る壁やドアは開口が大きく、高さのあるものをお勧めしたいです。通常のドアの高さは２メートルぐらいだとおもいますが、もっと高く、広い物があればそちらをお勧めします。冷房時または暖房時思わぬ障害になります。空気の流れもある程度頭の中で整理して、設計時に反映できるよう相談しましょう。１台のエアコンで広い空間を冷やしたい、暖めたいと考えたとき開口の広さがとても重要になります。部屋を細かく区切りたい場合などは、各部屋に空調機器が必要となりますので、スーパーウォールを過信しないようお気を付けください。
